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福
澤
諭
吉
の
代
表
著
作
の
一
つ
で
あ
り
、
近

代
日
本
思
想
史
上
の
最
重
要
作
と
称
さ
れ
る

『
文
明
論
之
概
略
』
が
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
活
躍

中
の
齋
藤
孝
氏
に
よ
っ
て
現
代
語
訳
さ
れ
た
。

　

明
治
維
新
後
の
混
乱
期
を
冷
静
に
見
つ
め
、

文
明
の
本
質
を
論
じ
、
日
本
の
果
た
す
べ
き
最

優
先
課
題
は
「
自
国
独
立
」
で
あ
る
と
説
く
本

書
。
福
澤
先
生
の
鋭
く
か
つ
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
筆

致
は
そ
の
ま
ま
に
、
平
易
な
現
代
語
訳
と
原
文

に
は
な
い
小
見
出
し
の
挿
入
で
、
非
常
に
読
み

や
す
く
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

価
格
・
サ
イ
ズ
と
も
に
手
頃
で
若
者
も
気
軽

に
手
に
取
れ
る
だ
ろ
う
。
ぜ
ひ
鞄
に
し
の
ば
せ

て
ほ
し
い
一
冊
。

井
筒
哲
学
の
深
み
へ

読
者
を
導
く
意
欲
作

　

哲
学
者
、言
語
学
者
、イ
ス
ラ
ー
ム
学
者
と
し

て
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
井
筒
俊
彦
。
没
後
な
お

世
界
の
学
究
の
徒
を
魅
了
し
続
け
る
彼
の
人
物

像
と
思
想
に
、真
正
面
か
ら
迫
っ
た
の
が
本
書
だ
。

　

井
筒
の
著
作
は
難
解
と
さ
れ
、
通
読
を
諦
め

て
し
ま
う
者
も
多
か
っ
た
。
本
書
は
彼
の
生
涯

を
大
き
く
三
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を

象
徴
す
る
著
作
を
中
心
に
徹
底
的
に
読
み
込
み
、

実
証
的
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
を
井

筒
哲
学
の
深
み
へ
と
導
く
。
準
備
・
執
筆
に
長

い
歳
月
を
か
け
た
著
者
渾
身
の
意
欲
作
で
あ
り
、

世
界
初
の
長
編
「
井
筒
俊
彦
論
」
で
あ
る
。

　
『
井
筒
俊
彦
全
集
』
全
十
二
巻
の
う
ち
、
一
・

二
・
三
巻
が
昨
年
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
か

ら
刊
行
さ
れ
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
こ
ち
ら
も

併
せ
て
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
。

◉
坂
井
豊
貴
（
経
済
学
部
准
教
授
）
著

『
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
│
最
先
端
の
実
用
的
な
経
済
学
』
ち
く
ま
新
書
／
８
１
９
円

（
２
０
１
３
年
９
月
）

◉
柴
田
利
雄
（
高
等
学
校
名
誉
教
諭
）
著

『
や
さ
し
く
語
る
「
古
事
記
」』
ベ
ス
ト
新
書
／
８
６
０
円
（
２
０
１
３
年
９
月
）

◉
巽
孝
之
（
文
学
部
教
授
）
著

『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
惑
星
│
英
米
文
学
思
想
史
の
修
辞
学
』

岩
波
書
店
／
３
１
５
０
円
（
２
０
１
３
年
10
月
）

◉
松
岡
由
幸
（
理
工
学
部
教
授
）
ほ
か
編
著

『
創
発
デ
ザ
イ
ン
の
概
念
』
共
立
出
版
／
３
１
５
０
円
（
２
０
１
３
年
10
月
）

◉
慶
應
義
塾
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
著

『
経
営
人
材
を
育
て
る
！
│
Ｃ
Ｅ
Ｏ
人
材
欠
乏
症
の
日
本
を
変
え
る
』

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／
１
８
９
０
円
（
２
０
１
３
年
10
月
）

◉
吉
田
小
五
郎
（
元
幼
稚
舎
長
）
著

『
吉
田
小
五
郎
随
筆
選
』慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／
３
１
５
０
０
円（
２
０
１
３
年
11
月
）

教
職
員
執
筆
の
新
刊

（価格は全て税込／編著者の職名は原則として発行当時のもの）

慶應義塾に関連した出版物や教職員の新刊著書などを中心に、本に関する情報をお届けします。

慶
應
義
塾
こ
の
一
冊

若
松
英
輔
著

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／
３
５
７
０
円
（
２
０
１
１
年
５
月
）

『
井
筒
俊
彦
─
─
叡
智
の
哲
学
』

福
澤
諭
吉
著　

齋
藤
孝
訳

ち
く
ま
文
庫
／
９
０
３
円
（
２
０
１
３
年
２
月
）

『
現
代
語
訳
　
文
明
論
之
概
略
』


